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本研究 の 目的 は, 小児糖尿病患者 がもち い て い る情緒志向型 の 対処行動が ど の 様 なも の か を調
べ る こ とで あ るo 10- 19歳
の 小児糖尿病患者13名 が , ス ト レ ス が あ る とき に気晴 ら しに な っ た り 気が 休 ま るも の を写 した36枚 の 写真を分析 し たo そ の
結果, ｢ 好き な こ と に熱中して ス ト レ ス を 発散 させ る｣ ｢ソ
ー シ ャ ル サ ポ ー ト を求 め る｣ ｢ペ ッ トと 過 ごす｣｢景色 を眺 め る｣
内容 が得 ら れ た｡ ス ト レ ス が 高 い とき に最も役立 っ た対処行動 は, 意児が い っ も行 っ て い る身近な も の で あり･ 患児 が い
っ
も行 っ て い る情緒志向型の 対処行動を支援 して い く こ とが 大切 で あ る と考 え ら れ たo
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は じめに
小児糖尿病患者は, 発達上の そし て 日常生活上の ス ト
レ ス や疾患に関連した ス ト レ ス に対し, 様 々 な対処行動
を行 っ て い る｡ 研究者は, こ れ ま で10代 の 小児糖尿病患
者の 対処行動を質問紙 (A-C O P E: A dole s c e nt Coping
orientatio nfor Pr oble m Expe rience s) を用 い て 数量
的に把握する研究を行 っ て き た ｡ そ の 結果, ス ト レ ス に
対しより多くの方法で 対処して い る患児 や , ｢ 自分で積
極的に問題に取り組む｣ 対処パ タ ー ン の 多 い患児 は, 痩
養行動が適切で 血糖 コ ン ト ロ ー ル が良 い 傾向がみ られ
た 1) 2)｡対処行動を, 問題志向型の 対処行動と情緒志向
型の 対処行動に大別して考えると, ｢自分で 積極的 に問
題に取り組む｣ 対処パ タ ー ン は問題志向型の対処行動と
し て位置づ けられる｡ しか し, 血糖 コ ン ト ロ ー ル に は残
存イ ン ス リ ン分泌な どの 生理的因子も大きく影響 し, 忠
児 の 努力で は解決で き な い問題も多い ことか ら, 情緒忌
向型の 対処行動も大切で ある｡ ｢気晴らしとリ ラ ッ ク ス｣
は ス ト レ ス の対処行動とし て重要で あるだ けで なく , ス
ト レ ス を ためな い ため に も重要で あると いわれ て い る｡
しか し, 小児糖尿病患者 は健康児に比 べ 有意に ｢気晴ら
しとリ ラ ッ ク ス｣ が少なか っ た 1)｡ そ こ で , 小児糖尿病
患者がもち い て い る ｢ 気晴らしとリ ラ ッ ク ス｣ など の情
緒志向型の対処行動が どの ようなものか を知る ことを目
的に , 本研究を行 っ た｡
研究方法に は患児が撮影 して きた写真を用い た｡ 写真
や絵画など の視覚表現 (Vis u al Repre se ntation) を用
い た研究方法は, 子 どもや青年の気持ちや考えを理解す
る手段とし て有用で あり多くの研究が行われ て い る 3)
4)
｡
Ⅱ . 研究方法
1) 対象者
小児糖尿病外来を受診中の イ ン ス リ ン注射を行 っ て い
る10代の小児糖尿病患者で , 調査 の承諾が得 られた22名
にイ ン ス タ ン ト カ メ ラ を渡した｡ そ の うち写真を持 っ て
きた13名 (59.1 %) を対象と した (表1)｡ 写真を持 っ
て こ なか っ た患児は, 上手く写らなか っ た と答え たも の
が多か っ た｡ 対象者の背景は, 男子6名, 女子7名で あ
り, 平均年齢は14.8歳 (範囲:10- 19歳), 平均罷病期
間は5.2年 (8 カ月 - 14年) で あ っ た｡ ま た , ヘ モ グ ロ
ビ ン AIc が8.0 %未満の血糖 コ ン ト ロ ー ル 良好 な者 は5
名, 8.0% 以上9.0 %未満が 4名, 9.0 % 以上 の血糖 コ ン ト
ロ ー ル 不良な者 は4名で あ っ た｡
2) 調査方法
外来診察の 待ち時間に , 調査 の説明を行い承諾の得ら
れた患児に対し, 現在 の ス ト レ ス に つ い て 尋ね た後 ,
｢自分に と っ て , ス ト レ ス が あるとき気晴ら し に な っ た
り , 気が休ま るも の を何枚で もよ い の で写し て き て下さ
い ｡ 写真 の裏 に何を写した の か説明を書い て , 次回の外
来受診日に持 っ て き て くださ い ｡｣ と説明し , イ ン ス タ
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表 1 対象者の 背景
ケース 性 年齢 羅病期間 H b A1. ス ト レス の 内容
A
B
C
D
E
F
G
H
I
∫
男子
男子■男子
男子
女子
男子
女子
女子
女子
男子
IO蔑
ll
ll
12
14
14
15
l7
17
l7
8カ月
54カ月
堤
荏
34カ月
14年
6_ 0 %
6. I
8. 4
6. 0
ll. 7
10. 4
9.6
8. 7
7. 9
8. 7
学校の成凄､ 学校の先生 の無理解､ 血糖検査 の結果が気に なる
糖尿病にな つ た こ と､ 血糖検査 の結果か気に なる
紫斑掛こ罷り入院した, 血糖 コ ン ト ロ ー ル の 悪化､ 学校で の低血糖
塞欝鎧戸鮎 野蒜完警チト吉男宗歪軍合 服 の不安
高校受農､ 血糖 コ ン トロ ー ル不良､ 母我の病気
蓬裏芸禦i苦誓言,lO鮎あ控驚諾監歪になる
高卒で就職できず に専門学校に通学､ 進路の不安
大学受故､ 進路の決定
K
L
M
女子
女子
女子
18
lS
19
闘
7年
8. 5
13. 7
7. 9
高校生活が領ら恥､ 専門学校 へ の受島の失政､ 進路未定
血糖か不安定､ ルスリソの持麓注入に よる負担､ 進路未定､ 母我 の病気
仕事の残業か多い こ と､ 血糖 コ ン ト ロ ー ル の 悪 化
表 2 写真で表現された対処行動 (下線は, 最 も役に立 っ た 対処行動)
ケース 写してきたもの 写真の裏に書かれた コ メ ン トと説明 (｢ ｣ 内は､ 息児 の記載)
A
雛蓉,F=_蓋琵琶独自分
S M A Pの C Dを聞いて いると ころ○
2 血♯れた所まで行く ○
2遵間前から始めた○ 上手い よ○
B 審ヲ;ミ三≡をしてい る自分 い つ もフ ァ ミ コ ンをして い る○
C 緩芸嘉島ている 欄 ｢顔｣ - 入院中 一 番助けにな つ たo 日中､ 付 き添 つ てもら つ た○模型を組み 立てる の は大変 だ け ど血白 い o 人 院甲は葉書 で作 つ た.
D ｢市の移動図書院か ら借りた本を読むのか好きです○ ｣
｢フ ァ ン タジ ー 小説を買 つ て読む のが好き です. ｣
｢自転車で遠く行くの か好きです○ ｣
｢フ ァ ミ コ ン が好き です○ ｣
｢ ペッ トの ラ ッ キ ー です ○ ｣
E ①友人と自分 ｢friend｣ 仲の よい子かできて学校か楽しくな つ た
F
書芸三軍‡ボ _ ドを して い る自分
｢テ レ ビ｣
｢ス テ レオ｣
｢ス ケ ボ｣
G 書芸呈上毒草鮎分 犬は 一 番､ 言う こ とをきいてくれるんだよo年 に l 臥 家族全員 で行く○ 官 で ワイ ワイ して い るの が い い ○
H 妥筆写幣芸宗雲合主自分
③7イドルの コ沖 -ト会場70友人と自分
｢仲良しグル ピ ー i皿 北海道｣
｢I LOVE SNAP▽｣ 入院中も1よく聞 い て い たo
｢95. 2. l2_ Ⅰn横浜了r) 十○ S 肌'イぺ沖｣ 大声 で応援す るとす つ きりする
I ①川辺の紅葉 ｢これは､ 先月紅葉を見に行 つ た時の写真です ○ 本当は海の写真に したか つ たん で すが
写真を撮るのが へ た でうまく写りませんで した の で､ こ の写真に しました○ 海とか河と
か水系か好きで 見てい るとl時持 で 2 . ポ ー ､ ､ ､ ､､
とい つ か ､ な ん と い つ か､ まあ､ そん な と ころです○ ｣
∫ ①C D ラジカセ と､ ロ ッ ク の C D
§監 事 亡 =
ロ ッ クを聞くo 聞くだけじや なくて ､ 歌う こ とも多い o あ ばれなが
ら歌 う か ら
ー′
う る さ い
"
つ て い わ れ る け ど､ す つ き りす る○
-
こ彊字 で悩 ん だ 嘩､ 一 昔助 けに な つ た
本は好きで何時も読ん で る○
父頚 の影書o 雑誌 で詞 ベ てから競馬場 -行く○ 馬はきれ い ですよ.
K (9ア イ ドル の C D
緋吾桑表7:y雷重苦準
大好きなア イドル o い つ も聞 い て い る○
自分から電話して学園祭を案内してもら つ た○
学校か嫌だか らマ ン ガばかり措い て い たo
lカ ー 君｣
L (王X2)相田み つ をの本
"
おかげさん
…
に ん げんだもの 一
③友人達と自分
養護学校の先生 に勧め られた本○ 落ち込んで いるときに よくみる○
良く相談す る友達○ - 鰍 こカラオケに行くのが 一 番の発散に酌ま{.
M ①プ ロ野球の フ ア ン感謝デ ー の
帰り遵の自分
野球を見に いくと豊かサ ラサラに なるo
運 と 一 帯 に 行 く○
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ン ト カ メ ラ を渡した｡
患児が持 っ て き た写真をみながら, 何 を写し て きた の
か, 自分 に と っ て 一 番役 に立 っ もの はどれか など に つ い
て話 し合 っ た｡
Ⅲ . 結 果
13名の 患児は, 全員が さまざまな ス ト レ ス を感じ て い
た (表1)｡ 患児 は, 一 人当たり1 - 5 枚 , 合計36枚の
写真を写してきた (表2)｡ 写真 の真 に 書かれ た コ メ ン
ト は15 (表中 ｢ ｣ 付)で あ っ た｡ 写真をみ なが ら, 忠
児 に説明を加え て もら い , 写真 に写された対処行動の 内
容を検討した｡
そ の 結果, ①音楽を聞い たり歌 っ たりする (5枚, ケ -
ス A, F, H, J, K), ② フ ァ ミ コ ン や テ レ ビ に 熱中す
る (5枚, ケ ー ス B, D, F, J), ③ ア イ ド ル に 熱中し
たり, コ ン サ ー ト や フ ァ ン 感謝 デ ー に 行 っ て 応援する
(4枚, ケ ー ス H, J, K , M), ④自転車 , ロ ー ラ ー ス
ケ ー ト , ス ケ ー ト ボ ー ド な ど で体を動かす (6枚, ケ ー
ス A, D , F), ⑤本を読む (5枚, ケ ー ス D, ∫, L),
⑥鉄道模型を作 っ た り, マ ン ガ を描くな ど趣味に熱中す
る (2枚, ケ ー ス C, K), ⑦仲 の よ い 友人 と過 ごす
(4枚, ケ ー ス E, 冗, K , L), ⑧家族とす ごす (2枚,
ケ ー ス C, G), ⑨ ペ ッ ト とすごす (2枚, ケ ー ス D, G),
⑲景色を眺める (1枚, ケ ー ス Ⅰ) に分類さ れ た｡ ① -
⑥ は ｢ 好きな こと に熱中し て ス ト レ ス を発散させ る｣ 対
処行動 で あり, ⑦⑧は ｢ソ ー シ ャ ル サ ポ ー ト を求める｣
対処行動で あ っ た｡ ま た, ⑨ は ｢ペ ッ ト と過 ごす｣, ⑲
は ｢景色を眺める｣ こと で 情緒を安定させ る対処行動で
あ っ た｡ こ れ ら の結果を性別 にみると , 男子は, 全員が
｢好きな こと に熱中し て ス ト レ ス を発散させ る｣ 対処行
動を写して い た｡ ま た, 女子は 7名中, 5名が ｢ソ ー シ ャ
ル サ ポ ー ト を求める｣ 対処行動を写して おり, ③ に 含ま
れる フ ァ ン 感謝デ ー に行 っ て 応援する内容を写 したケ ー
ス M も, 親 しい友人と 一 緒 に い く と述 べ て お り , 自分
を理解し て くれる ひと と い る ことが情緒志向型の 対処行
動に挙げられ て い た｡ ス ト レ ス が高 い とき に最も役立 っ
た対処行動を尋ね たと こ ろ, 患児たちは表2 の 下線に示
した対処行動を答え たが , ケ ー ス D, F の 2人は, 特 に
どれと い う こ とはな い と答えた｡ ス ト レ ス が高 い とき に
最も役 に立 っ た対処行動に は, 好 きなCD を聞いたり歌 っ
た こ と (ケ ー ス A, H, J), フ ァ ミ コ ン に熱中し た こ と
(ケ ー ス B), マ ン ガ を描き続けた こ と (ケ ー ス K), 友
達と カ ラ オ ケ に行 っ た こ と (ケ ー ス L) など, い っ も行 っ
て い る対処行動を半数の患児が答えた ｡ ま た , 母某見が付
き添 っ て く れた こと (ケ ー ス C) や, 仲の よ い友達 と い
た こ と (ケ ー ス E), ペ ッ ト と過 ごした こと (ケ ー ス G)
な ど身近なひとや動物と過 ごす ことも挙げられ て い た｡
Ⅳ . 考 察
患児の写し て きた写真をもと に , 情緒志向型 の対処行
動に つ い て患児の話 しを聞い た結果, 患児は い っ も より
多弁に , ま た, 楽 しそう に様 々 な話 しを した ｡ 今回 の対
象者の なか に は, 糖尿病の 発病や進路の 問題など ス ト レ
ス が高 い患児が多く, 写真を写し研究者と話し合 っ た こ
とが患児の気持ちの 表出に つ なが っ た と考え られ た｡
写真 の内容は, ｢好きな こと に 熱中し て ス ト レ ス を発
散させ る｣｢ソ ー シ ャ ル サ ポ ー ト を求め る｣ ｢ペ ッ ト と過
ごす｣ ｢景色を眺め る｣ に分類された ｡ こ の うち, ｢好き
な こと に熱中し て ス ト レ ス を発散させ る｣ は A-C OP E
の ｢ 気晴らしとリ ラ ッ ク ス｣ の項目に含まれるもの が多
く, ｢ソ ー シ ャ ル サ ポ ー ト を求 める｣ は A -C OP E の
｢友達の サ ポ ー トを求める｣｢家族の力を求める｣ の 項目
に含まれ て い たが, ｢ペ ッ ト とすごす｣ ｢景色を眺め る｣
に つ い て は A-C OP E の項目に はな い 内容 で あ っ た｡
｢好きな こと に 熱中し て ス ト レ ス を発散さ せ る｣ 内容が
男子に多く, ｢ソ ー シ ャ ル サ ポ ー ト を求 める｣ 内容が女
子 に多か っ た こ とば, A-C OP Eを用 い た健康児 5) と小
児糖尿病患者2) の結果と同様で あ っ た｡
ス ト レ ス が高 い とき に最 も役立 っ た対処行動を尋ね た
と こ ろ, 患児が い っ も行 っ て い る身近なもの が ス ト レ ス
が高 い とき に も有効で ある ことが示されて い た｡ 従 っ て,
問題志向型の対処行動 に加え て , 患児が い っ で も身近に
用い る子との で きる情緒志向型の対処行動を有して い る
こ とが大切で あると考え られ た｡
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